
未
来
に
功
績
伝
え
る

　
化
学
の
発
展
が
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
・
製
品

の
質
を
向
上
さ
せ
、
豊
か
な
生
活
を
支
え
て

き
た
。
２
０
０
５
年
、
日
本
化
学
会
は
化
学

の
歴
史
を
伝
え
る
遺
産
を
守
る
化
学
遺
産
認

定
委
員
会
を
設
置
し
た
。
同
委
員
会
は
資
料

の
調
査
収
集
保
管
、
化
学
の
実
績
を
後
世

に
残
す
た
め
の
映
像
・
冊
子
の
作
成
、
化
学

・
化
学
技
術
史
の
普
及
を
主
な
活
動
と
し
て

き
た
。

年
、
世
界
に
誇
る
わ
が
国
の
化
学

関
連
の
文
化
遺
産
を
認
定
し
、
そ
れ
ら
の
情

報
を
社
会
に
発
信
す
る
「
化
学
遺
産
認
定
事

業
」
を
開
始
。
第
１
回
化
学
遺
産
に
６
件
、

第
２
回
に
は
４
件
が
認
定
さ
れ
た
。
貴
重
な

歴
史
的
資
料
を
化
学
遺
産
に
認
定
し
、
未
来

に
わ
が
国
の
化
学
の
功
績
を
伝
え
て
い
く
。

日
本
化
学
会
協
力
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第００２号上中啓三　アドレナリン実験ノート ア
ド
レ
ナ
リ
ン
抽
出

　
１
９
０
０
年
、
米
国
の
高
峰

研
究
所
で
高
峰
譲
吉
と
上
中
啓

三
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
見

し
、
結
晶
化
に
成
功
し
た
。
こ

れ
は
世
界
で
初
め
て
単
離
さ
れ

た
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
。

　
こ
の
実
験
ノ
ー
ト
は
生
前
に

は
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
１
９

６
６
年
、
上
中
の
息
子
が
複
製

本
を
作
成
し
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

の
抽
出
実
験
は
上
中
が
中
心
に

行
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
縦
約

×
横

の

実
験
ノ
ー
ト
は
片
面
だ
け
の
記

述
で
縦
書
き
。
１
９
０
０
年
７

月

日
か
ら

月

日
ま
で
の

研
究
成
果
が
つ
づ
ら
れ
て
い

る
。

　

上
中
啓
三
の
菩
提
寺
で
あ

ぼ
だ
い

る
兵
庫
県
西
宮
市
名
塩
の
教
行

寺

第００４号ルブラン法炭酸ソーダ製造装置塩酸吸収塔

化
学
用
語
を
創
作

　
幕
末
の
蘭
学
者
で
あ
る
宇
田

川
榕
菴
は
蘭
書
か
ら
西
洋
薬
物

よ
う
あ
ん

学
を
研
究
し
、
化
学
を
理
解
し

た
。
自
ら
の
見
識
を
織
り
込
ん

だ
化
学
入
門
書
「
舎
密
開
宗

せ
い
み
か
い
そ
う

」
を
刊

行
。
日
本
の
化
学
の
創
始
者
と

い
え
る
。

　
化
学
の
概
念
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
語
の
化
学
用
語

を
創
作
し
た
。
例
え
ば
、
酸

素
、
水
素
な
ど
の
元
素
名
。
ま

た
、
尼
結
爾
、
亜
律
密
鳥
母
は

現
在
、
片
仮
名
表
記
で
ニ
ッ
ケ

ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
宇

田
川
の
造
語
は
今
も
な
お
、
化

学
の
基
礎
と
し
て
生
き
続
け
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
が
国
の
化

学
は
始
ま
る
。

　

武
田
科
学
振
興
財
団
　
杏

雨
書
屋

無
機
化
学
製
品
の
生
産

　
１
８
８
９
年
、
日
産
化
学
工

業
の
源
流
企
業
の
一
つ
で
あ
る

日
本
舎
密
製
造
会
社
が
創
立
さ

せ
い
み

れ
た
。
硫
酸
、
ソ
ー
ダ
と
い
っ

た
幅
広
い
無
機
化
学
製
品
を
生

産
し
て
き
た
。

　
認
定
化
学
遺
産
は
ル
ブ
ラ
ン

法
炭
酸
ソ
ー
ダ
製
造
装
置
塩
酸

吸
収
塔
跡
。
食
塩
と
硫
酸
か
ら

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
製
造
す
る

工
程
で
副
生
す
る
塩
化
水
素
ガ

ス
の
吸
収
塔
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
創
業
時
に
活
躍
し
た

石
造
り
の
製
造
装
置
の
一
部
が

１
０
０
年
以
上
た
っ
て
も
崩
れ

ず
残
っ
て
い
る
。
広
さ

×

・
５

、
高
さ
は
約

。

　

日
産
化
学
工
業
小
野
田
工

場

人
絹
糸
と
紡
糸
機

　
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ド
ン
ネ

が
レ
ー
ヨ
ン
を
開
発
し
、
１
８

９
２
年
に
は
日
本
に
も
紹
介
さ

れ
た
。
１
９
１
２
年
、
秦
逸
三

は
ビ
ス
コ
ー
ス
法
レ
ー
ヨ
ン
の

研
究
を
始
め
た
。

　
当
時
の
大
商
社
で
あ
る
鈴
木

商
店
の
金
子
直
吉
が
レ
ー
ヨ
ン

の
工
業
化
に
着
手
。
レ
ー
ヨ
ン

事
業
を
独
立
さ
せ
、
帝
国
人
造

絹
糸

現
帝
人

を
設
立
し

た
。
日
本
の
レ
ー
ヨ
ン
工
業
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
と

な
っ
た
。
秦
の
研
究
遺
留
品
と

人
絹
糸
、
紡
糸
機
木
製
模
型
は

ビ
ス
コ
ー
ス
法
レ
ー
ヨ
ン
の
発

祥
。

　

研
究
遺
留
品
と
人
絹
糸
は

山
形
大
学
、
紡
糸
機
木
製
模
型

は
帝
人
岩
国
事
業
場

第００５号ビスコース法レーヨン工業の発祥を示す資料

う
ま
み
成
分
商
品
化

　
わ
が
国
の
物
理
化
学
草
創
期

に
活
躍
し
た
池
田
菊
苗
は
甘
・

酸
・
塩
・
苦
以
外
に
感
じ
る

「
第
五
の
基
本
味
」
を
探
索
す

る
。
湯
豆
腐
の
だ
し
昆
布
を
対

象
に
研
究
を
開
始
し
、
昆
布
の

う
ま
み
成
分
と
し
て
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
の
抽
出
に
成
功
。

　
電
気
解
離
に
よ
る
イ
オ
ン
の

生
成
は
当
時
の
科
学
の
最
先
端

の
概
念
で
、
物
理
学
者
な
ら
で

は
の
発
見
。
調
味
料
と
し
て
工

業
的
製
法
を
確
立
し
、
「
味
の

素
」
の
名
称
で
商
品
化
さ
れ

た
。

　
認
定
化
学
遺
産
は
池
田
が
最

初
に
昆
布
か
ら
抽
出
し
た

「
具
留
多
味
酸
」
試
料
で
あ

グ

ル

タ

ミ

ン

る
。

　

味
の
素
「
食
と
く
ら
し
の

小
さ
な
博
物
館
」

第００３号具留多味酸　試料

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月２４日 水曜日 　　


